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2022.3地域おこし協力隊が行く！

編集担当・地域おこし協力隊　小林

３月で卒業する隊員からご挨拶

　主に地鶏「信州黄金シャモ」のブラ
ンディングを業務として2019年4月
に着任しました。市内外のイベント等
で広報活動を行い、また焼鳥として販
売したところ、来場者からは一様に高
い評価をいただきました。後にコロナ
禍となり思うように活動できませんで
したが、直近では市内の蕎麦店にメ
ニューとして『信州黄金シャモのぶっ
かけ蕎麦』を開発して頂きました。最
後になりますが関係者の皆さまには
大変お世話になり感謝申しあげます。

　この度、3月31日をもちまして地域
おこし協力隊を退任することとなり
ます。彫刻家の堀田です。思い返せば
2019年9月に着任して以来、東御市
の皆さまには多くのご指導、ご協力を
いただき誠にありがとうございました。
また、沢山の出会いと作品制作の機
会をいただきましたこと、心より感謝
いたしております。私は4月から東京藝
術大学で助手として働くことになりま
した。東御市で学んだことを糧にして
これからも励んでまいります。

　思えばあっという間の3年間でした。
田中商店街を活用したイベントに参
加、協力いただいた皆さまには感謝し
ております。中でも、去年11月に開催
した田中まちなかフリーマーケットは、
1000人以上の来場者となり大盛況で
した。退任後も東御に定住したいと考
え、現在4月以降の準備をしておりま
す。今後も関わる方もいらっしゃると
思いますが、その際はよろしくお願い
します。

　協力隊として東御市に訪れてから
は非常に濃い2年間で、子どもたちに
合わせて分かりやすく、運動・スポー
ツの楽しさを "心に伝える" ことを常
に意識して活動をしてきました。これ
からは、「総合型地域スポーツクラブ
Sany TOMI」のアシスタントマネー
ジャーとして、次年度も東御市のス
ポーツ振興のために努めて参ります。
変わらず東御市におりますので、今後
ともどうぞよろしくお願いします！

　四季を感じて生活がしたい！ と東御
市に来て、あっという間に時が過ぎまし
た。登り窯を知ってもらうために日々奮
闘した2年9か月。私は今年度で卒業さ
せていただきます。包み込まれるような
温かい日差しの中、毎日美しい田園風
景を横切って、“ものづくり”をされている
方々の所へ伺いました。情熱溢れる会話
が楽しくてつい長居してしまうこともあ
りましたが、私が走りきることができた
のは、この「温かさ」が支えだったと思い
ます。本当にありがとうございました！

　1年という短い間でしたが協力隊と
して東御市で働けたことはとても有意
義な時間でした。海野宿の「冬と夜に
彩りを」と始めた竹灯籠ですが、ワー
クショップも好評で地域の方々にも協
力していただき感謝です。しっかり3月
19日の点灯式まで頑張ります！ 卒業
した後は長野県の自然を満喫しなが
ら穏やかに過ごしていこうと考えてお
ります。
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令和４年度も
地域おこし協力隊の活動に

ご注目ください!!
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